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-800度で紫焼きしてから 1050
度の高温にして仕上げる。 rア
クリ凡粧の異がはじかれずに残

るぎりぎりの温度。丈夫で長持

ちするJと話す。
唱の人形は真ん丸の自玉に大

きな庫、牙道澗から赤い舌を突

き出して1霞婦たっぷり。金色
の玉を担える人形もある。おな

かには「宿J r，多目などの文字
を入れた。

会場には晶年の手描きカレン

ダや手すき和艇の壁かげも。

戦争や地震など暗い路題が栢次

ぐだけに山崎さんは「明るく楽

しい1年に」と闘う。

午前9時~午後6時 (午前11
時~正午はランチ箪備で入居不

可、 30日は午後3時まで)。 風
の森包0794・62・0478

(坂本 勝〉

(C)神戸畑社酬閥復~，および強調附ま禁止します。

4哩予市樫山町の喫茶アートギ
ャラリー 「風0)森Jで、工芸作
家山崎宰さん(68)=加古川市
志方町上冨木=の作品良市聞か

れている。 r笑顔につられて衝
が来る」と圃」干支の竃の土

人形や帆布パツグなど約100点
を展示。30日まで。
山鯖さんは 「人に喜んでもら

うには自分が楽しまないと』を
信条に釦作する。兵庫女子垣大

(現兵庫大短期大学部)で尊攻

したデザインを生かし、加古川

の河原で給った石ころに笑圃の

地蔵を描いていた。義母を介醒

する中 「笑腫の地篇を描くと母

に優しく接することができたj

と振り返る。土人形やアクセサ

リーなど創作の帽を広げた。

人形作りには信楽の土を用

し、、倉庫の電気痛で瞬く。700
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